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高齢者は抵抗力が低下しているため感染しやすい状態にあります。問題となる

感染症や感染対策のあり方は、高度医療を担う病院と異なります。感染一般に

関する基本知識は同じでないことを理解しておくことが必要です。 

予め対応策を検討しておくべき主な感染症として、以下のものが挙げられま

す。 

① 利用者及び職員にも感染が起こり媒介者となる感染症。 

集団感染を起こす可能性がある感染症でインフルエンザ・結核・ノロウイ

ルス感染症・腸管出血性大腸菌感染症・レジオネラ症（媒介しない）など

があります。 

② 健康な人に感染を起こすことは少ないが感染抵抗性の減弱した人に発生す

る感染症。 

高齢者介護施設では集団感染の可能性がある感染症で、ＭＲＳＡ感染症・

緑膿菌感染症などがあります。 

③ 血液・体液を介して感染する感染症。 

集団感染に発展する可能性が少ない感染症で肝炎（Ｂ・Ｃ型）、ＡＩＤＳな

どがあります。 

感染症まん延防止に関する体制 

（１）感染症対策委員会の設置 

①設置目的 

感染症及び食中毒の予防及びまん延の防止のための対策を検討する

ため、感染症対策委員会を設置します。 

②委員会は、次に掲げるもので構成する。 

     ア 施設長(管理者) 

     イ 事務長 

     ウ 看護部長 

     エ 看護職員 

     オ 介護職員 

     カ 支援相談員 

     キ セラピスト 



     ク その他必要と認められる者 

 

⓷委員会は、毎月 1 回の定例開催及び委員長の判断による臨時会を開催 

する。感染 

④対策委員会の主な役割 

ア）感染症予防対策及び発生時の対応の立案 

イ）名指針・各マニュアル等の作成 

各感染症の予防マニュアル・各感染症対応マニュアル・清潔マ

ニュアル 

ウ）発生時における行政機関、各関係機関への連絡体制の整備 

エ）利用者・職員の健康状態の把握と対応策 

オ）新規利用者の感染症の既往の把握と対応策 

カ）感染症、衛生管理に関する基礎知識に基づいた研修の実施 

（年 ２回以上） 

キ）各部署での感染対策実施状況の把握と評価 

（２）感染症まん延防止における各職種の役割 

施設内において、感染症・食中毒の予防、まん延防止のためにチー

ムワークを行う上で、その専門性に基づいて適切な役割を果たす。 

① 衛生管理の徹底 

② 経路記録の整備 

（３）感染症対策の基礎知識 

感染症に対する対策の柱として以下の３つが挙げられます。 

①  感染源の排除 

②  感染経路の遮断 

③  宿主（人間）の抵抗力の向上 

具体的には、感染管理の為の基本的措置を徹底することが重要とな 

る。 

（感染源） 

感染症の原因となる微生物 

（細菌・ウイルスなど）を含んでいるものを感染源といい、次のもの

は感染源となる可能性がある。 

① 排泄物（嘔吐物・便・尿など） 

② 血液・体液・分泌物（喀痰・膿みなど） 

③ 使用した器具・器材（刺入・挿入したもの） 

④ 上記に触れた手指で取り扱った食品など 

  



 

 

附則 
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